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公園整備に対する
ご意見ありがとうございました

アンケート結果、説明会等でのご意見を報告します
現在計画している新たな公園づくりについて、幅広く町民の皆さんの声を聴くため、アンケー
トや説明会、公園トークを開催し、多くのご意見をいただきました。ご協力ありがとうござい
ました。アンケートの結果や説明会などで寄せられたご意見をお知らせします。（スペースの
都合上、抜粋した内容となっています。ご了承ください。）

①調査対象（調査基準日：６月30日）
　・10歳以上の町民で、年代別に無作為抽出で選んだ男女各700人（合計1,400人）
　・上記対象者以外で回答を希望する町民
②調査期間　　７月23日（火）～８月16日（金）
③回 答 数　　550人（郵送 425人、ウェブ 125人）

公園アンケートの実施結果

回答者の属性（男女別）

利用したいと
思う施設

（町民交流施設は除く）

回答者の属性（年齢） アンケート結果の
詳細は町公式ウェブ
サイトに掲載してい
ます。
〇トップページ＞
　行政情報＞
　各種取組＞
　公園整備構想男
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緑地 遊具 園路 池 アスファルト
多目的広場

築山（丘） ドッグラン その他 無回答

・池ではなく噴水の方がよいのでは。　・園路は広い道幅の方がよい。
・キッチンカーや直売所、ワークショップができる場を作ってほしい。 
・屋根付きベンチなど暑い日に日陰になるようなところがあるとよい。
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公園の整備費用 公園の規模（面積）

町民交流施設の使い方
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趣味活動・
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お弁当ほか
飲食の
場として

勉強や読書・
パソコン作業等の

場として

無回答 その他

計画案の施設整備を
行うための費用は、
妥当と考えられる

31.1%
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計画案で示す
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37.5%

計画案から施設や
機能を少なくして、面積（規模）
を小さくする必要がある

22.5%

わからない
24.2%

その他
4.9%

無回答
10.9%

・遊具やトイレはいつもきれいに管理してほしいと思う。
・�町の中心部で人の目もあるところだと安心して子どもを遊びに行かせられる。住宅街の道路
で野球やバスケをしている子どもたちを見かけるが、危ないので遊び場が増えることはよい
こと。
・�多額の費用をかけて公園を作る必要があるのか。今ある施設を整備してもっと使えるように
してほしい。
・�若い世代の人たちが楽しく住めるようなまちづくりをしないと、人口減、過疎化に拍車がか
かるので中途半端なものは必要ない。思い切った公園づくりに期待する。

公園づくり全般に関する意見

・施設が小さすぎる。公園を縮小して施設の充実を図った方がよい。
・軽食の提供、カフェスペースがあればよい。
・あまり必要がないと思う。今ある施設を利用すれば十分。

・ 面積が広いので、その分維持管
理費が多くかかると思う。

・ 他の公園を閉鎖して、維持管理
費を捻出することはできないか。

・ 費用を抑えて中途半端な施設を
作るなら意味ないし、町内外の
利用者も見込めない。

・ 人口も減っているので、こんな
大きな場所は不要。

・ 広いと維持管理が大変なので、管
理できる範囲での大きさでよい。

・ 縮小すればコストが下がること
は理解できるが、面積が小さく
なれば活用方法も狭まると思う。
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新たな公園の現時点での整備内容、事業費などを説
明し、意見交換を行う「説明会」、「公園トーク」を
13回開催し、延べ159人の参加がありました。

説明会・公園トークの開催結果

参加者から寄せられたご意見の内容をお知らせします

新たな公園づくり町民説明会　開催結果
開催日 会場 参加人数

７/17（水） 野塚公民館 ３人
音調津総合センター 10人

７/18（木） コミセン大ホール（昼） 26人
コミセン大ホール（夜） 17人

７/19（金） 豊似・農村環境改善センター ２人
７/27（土） 老人福祉センター 11人

参加者計 69人

公園トーク　開催結果
開催日 相手方団体 参加人数

７/30（火） 錦通町内会 12人
８/６（火） 広尾町商工会 16人
８/８（木） 町民有志 12人
８/11（日） 駅前シルバー若葉会 10人

８/17（土）
丸山南７丁目シルバークラブ
長寿会、丸山南７丁目町内会
ほか

20人

８/20（火） 豊似老人寿会 ９人
８/21（水） 10丁目町内会 11人

参加者計 90人

公園の必要性

・町内に他に公園があるのに、本当に必要
か。

・雨の時、屋内で遊べる施設が欲しい。
・広尾町には子どもを遊ばせる場所が少な

いので、早く作ってほしい。
・公園を作ることがなぜ人口減少や少子高

齢化の解決につながるのかわからない。

整備内容

・トイレが１か所では足りないのではない
か。遊具の近くにあってもよいと思う。

・全体的に外灯が少ない印象だ。
・ドッグランは駐車場の近くにあった方が

よい。
・多目的広場でイベントができるように、

水道、電気をきちんと整備してほしい。

整備費用

・これ以上費用が高騰したらどうするのか。
面積縮小や建物を小さくするなど見直し
が必要では。 

・実質な負担額はそんなに増えていない。
このくらいの負担で施設ができるなら良
いと思う。

・新聞で見た事業費８億円の印象が強く、
借金の７割が戻ってくるということは知
らなかった。

・総事業費ばかり目立つが、維持管理費や
町の実質負担額、借金の償還年数など町
民に見えてない部分をきちんと説明すべ
きではないか。

・町の財政のこと、将来のことを考えると
もっと慎重に考えるべき。

説明会・公園トークの開催
結果の詳細は町公式ウェブ
サイトに掲載しています。
〇トップページ＞行政情報＞
　各種取組＞公園整備構想
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皆さんからいただいた意見も参考に、公園の整備計画の見直しを行います。
見直し内容については、別途お知らせする予定です。

【お問い合わせ】企画課�企画防災係　℡ 2－ 0184

維持管理費

・維持管理費の負担が大変ではないかと心
配している。

・維持管理費は2,500万円以上かかるので
はないか。費用の詳しい根拠が示されて
いない。

公園の規模

・ 縮小して利用者が減っては意味がない。しっ
かりした施設にしてほしい。 

・広尾町の身の丈に合った公園を作るべき。
10年経てば人口も大きく減るのにこの規
模は必要か。

・子どもの遊びのニーズが変わっている。
整備内容を見直すべき。 

防災関連

・施設の中に調理設備があれば、災害の際
の炊き出しに使うことができる。 

・この公園は防災と公園のどちらがメイン
なのか。

既存施設の活用

・既存の公園をお金をかけずに改修するの
ではダメなのか。

・遊ぶ場所がないから新たな公園を整備す
るとしているが、既存の公園をおろそか
にしているのではないか。

公園整備後の活用

・作った後、どのように公園を活用してい
くかが重要になってくると思う。 

・町民は何年間この公園に関心を持ってく
れるのか。だんだん使わなくなって閑散
としてくると思う。

・新たな公園はサンタランド（大丸山森林
公園）に行く途中にあるので、サンタラ
ンドと公園が一体的に利用されることが
期待できる。

・広尾町は食べるところがない。集客を考
えれば、広尾らしいものを食べることが
できるようにすればよいと思う。

その他

・町民交流施設の規模が小さいのではない
か。

・整備工事や維持管理も含めて町内への経
済効果も大きいので、この構想のとおり
進めるべき。

・これまでの進め方では意見を聴く層に偏
りがあった。現在の計画を白紙に戻すべ
きではないか。

・期待していたのに延期になり、残念。
・冬場の対策のため、体育館のような大き

な施設があった方がよいと思う。大きな
建物だとイベントにも避難所にも使える。

・既存の公園であまり使われていないとこ
ろは、ランニングコストもかかるので閉
鎖して集約してもよいと思う。

・公園整備に伴って鉄道記念公園パークゴ
ルフ場の拡張など行う考えはあるか。
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ふるさと夏まつり
恒例の

「子ども駄菓子まき」は
大賑わい！

緑の妖精
やまちゃんと、
プロレスラーの
吉田考志さんが
コラボ！

久々に登場した
パフォーマーＫＵＲＯ。
来場者を巻き込んで
会場を沸かせました！

十勝港ソー乱舞の
迫力ある演舞

今年の
仮装盆踊り大会は
昨年より人数が多く、
大盛り上がり！

広尾祭振会の
力強い音頭で
盆踊りが

行われました！

広尾陣屋太鼓保存会の
勇ましい演奏！

広尾サンタランド
40周年記念

「サンタランド
チャレンジクイズ」に、
さーたちゃんと
ツリーくんも登場！

　８月14日（水）にふるさと夏まつりが役場特設会場で開かれ、約2,000人が来場
しました。当日の様子を写真でご紹介します！
　８月14日（水）にふるさと夏まつりが役場特設会場で開かれ、約2,000人が来場
しました。当日の様子を写真でご紹介します！

第68回 第68回 フォトフォト
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町長と話そう！

ふれあいミーティング
団体・グループの活動の場へ町長がおじゃまします

　「町民の参加と協働によるまちづくり」を推

進するため、町長と町民の皆さんが直接懇談

する『町政懇談会』を毎年実施しています。

　

　今年度も、町内会や各種団体からの希望に

応じて、町長が皆さんの活動の場などに出向

いてお話をさせていただく形で開催します。

なお、開催期間は10 月から12 月までの３か月

間とします。

　

　参加する町民の皆さんと町長が、まちづく

りや地域の課題などについて意見交換を行

い、今後の町政運営に反映させていきます。

開催日 実施団体 参加人数

11/５（日） 野塚老人クラブ明老会 14人

11/18（土）
丸山南７丁目シルバークラブ長寿会

丸山南７丁目町内会
14人

11/21（火） 並木高砂会 10人

11/22（水） 豊似老人寿会 11人

11/23（木）ボランティアグループたんぽぽの会 15人

11/25（土） 音調津町内会 13人

12/２（土） 紋別老人クラブ 15人

12/21（木） JAひろお　役員 ９人

１/15（月） 商工会女性部 11人

実施団体 ９団体　・　参加者数 112人

昨年の実施状況

　町内会や事業所、産業、福祉、

ボランティア、文化、スポーツな

ど町内各種団体・サークルの単位

でお申し込みください。（参加人数

は特に定めません）

申し込みができる人は？

　開催場所は各団体が活動してい

る施設（場所）としますが、希望

があれば役場の会議室をご用意す

ることもできます。

開催場所は？

　原則として開催希望日の３週間

前までに、下記担当までご連絡を

いただき、日程・会場等の調整を

行います。

申し込み方法は？

≪お問い合わせ・お申込み≫

企画課 企画防災係
ＴＥＬ　２－０１８４
ＦＡＸ　２－４９３３
Ｅメール
 k-kikaku@town.hiroo.lg.jp
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広尾町の魅力あるまちづくりへの応援として、全国の皆さんからご寄附をいただきました

令和５年度 ふるさと納税 実績報告

野塚交流館（通称：集いの杜）は平成27
年３月末に閉校した旧野塚小学校を、林業・
木工を中心とした複合施設に再生するプ
ロジェクトです。令和６年５月９日に本格オー
プンし、カフェスペースやコワーキング
スペース、キッズスペースなどが利用可
能です。
どなたでもお気軽にお越しください。

・結婚新生活支援、奨学金返還支援
・子ども農山漁村交流から始める
　まち・ひとづくり事業
・まちづくり活動支援事業交付金
・防災資機材購入事業
・浅海域試験効果調査事業補助金
・さけ・ます増殖振興事業補助金
・沿岸有望魚種増殖開発事業補助金
・介護人材育成事業

・ホッキ稚貝移植放流事業補助金
・十勝港まつり協賛会負担金
・大丸山森林公園花壇管理事業
・サンタランド事業（点灯式）
・道路環境整備委託
・小中学校の備品購入事業
・中高一貫連絡協議会の活動
・身障ひとり親医療特別対策事業　　ほか

野塚交流館整備事業への活用

その他下記の取り組みに寄附金が役立ちました

皆さんからいただいた寄附金は、一度各基金へと積み立て、基金
から各事業に充当し、活用しています。
令和５年度は、基金の一部を下記の事業に活用しました。

ふるさと納税
寄附金の使いみち

令和5年度寄附実績
3,793件

71,675,000円
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広尾町からお届けした返礼品

などなど、ほかにも魅力のある返礼品が数多く出品されています。
引き続き、協力事業者の皆さんと連携して、広尾町の特産品ＰＲを行っていきます。

広尾町内の事業所から数多くの返礼品が出品され、全国にお届けしています。
その中でも人気のあった返礼品をいくつかご紹介します。

皆さんもぜひご購入の上、広尾の産品を楽しんでみてはいかがですか？

◆シーフードミックス５� （広尾産業流通振興公社）
◆カマンベールチーズ６個� （広尾産業流通振興公社）
◆ニューヨークチーズケーキ� （広尾産業流通振興公社）
◆エゾバフンウニ� （浜弐水産）
◆オーガニックグラスフェッドビーフハンバーグ� （鈴木牧場）
◆塩いくら500ｇ� （広尾産業流通振興公社）
◆生干ししゃも� （岡嶋水産）
◆ボイルオオズワイガニ� （宿院水産）
◆放牧牛のしぼりたてミルクアイス� （菊地ファーム）
◆おまかせパンセット� （みかづきふくろう）
◆さかいのジンギスカン２種� （さかい精肉店）

　水産商工観光課ふるさと納税推進係では、寄附に対する返礼品を充実させるため、
町内事業所からの出品を募集しています。
　また、今年７月に「ふるさとチョイス」を運営する株式会社トラストバンクと商
品開発支援等の連携に関する協定を締結しました。これにより、地域の事業者の持
続可能な事業運営を推進するため、地場産品を活用した商品開発支援および、販路
の提供に協力して取り組んでいます。
　出品の際の気になることや分からないことは、下記までお気軽にご相談ください。

水産商工観光課�ふるさと納税推進係　℡2-0177
広尾町では魅力的な返礼品をたくさんご用意しています。
町外にお住まいのご家族、ご親戚、ご友人がいらっしゃいましたら、
ぜひ広尾町へのふるさと納税をご検討いただくようお声掛けください。

ふるさと納税制度を活かして町を活性化させよう！
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司法書士・法務局職員による司法書士・法務局職員による

相続登記相談相続登記相談
◆相続登記が令和６年４月１日から義務化になりました。
◆�正当な理由がないのに、不動産を相続したことを知ってから３年以内に相続登
記の申請をしないと、10万円以下の過料が科されることがあります。
◆相談は無料で、18組（１組 40分）、完全予約制です。
　先着順となりますのでお早めにご連絡ください。

日　　時　　11月 13日（水）
会　　場　　広尾町コミュニティセンター第１会議室
申込期間　　10月 17日（木）から 10月 31日（木）
　　　　　　平日、午前９時から午後５時までにご連絡ください。
申 込 先　　釧路地方法務局帯広支局
　　　　　　℡　0155－ 24－ 5837（担当　金子）

釧路地方法務局帯広支局・釧路司法書士会十勝支部
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国保・後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 交通事故などにあったとき ～

　交通事故など、第三者（加害者）の行為によってケガや
病気をした場合でも、届出により後期高齢者医療で治療を
受けることができます。

　この場合、後期高齢者医療が医療費を立て替え、あとで
加害者に請求することになります。

　医療機関を受診する際には、必ず第三者行為によるものであることを伝えてくだ
さい。

　ただし、加害者から治療費を受け取ったり示談を済ませたりすると後期高齢者医
療が使えなくなることがありますので、示談の前に必ず住民課国保係へご相談くだ
さい。

〇交通事故以外でも届出が必要です。
　・ 他人の飼い犬などに咬まれてケガをしたとき
　・ 食中毒になったとき
　・ 傷害事件によりケガをしたとき

※ 交通事故の場合、警察（自動車安全運転センター）から発行される「交通事故証明
書」が必要となりますので、必ず警察にも届け出てください。

住民課国保係で速やかに手続きをしてください。
〇必要なもの
　・保険証　　・印鑑　　・交通事故証明書（後日でも可）

お問い合わせ
住民課 国保係

【住所】〒089-2614
広尾町西４条７丁目１－１
℡ ２-0171

北海道後期高齢者医療広域連合 
【住所】〒060-0062
札幌市中央区南２条西14丁目
国保会館６階
℡ 011-290-5601

必ず届出を！
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黄黄
金金
道道
路路
のの
前前
身身

明
治
24
年
、
北
海
道
庁
か
ら
ト
ン
ネ

ル
工
事
を
請
け
負
っ
た
の
は
、
福
井
県

で
の
工
事
で
発
破
（
は
っ
ぱ
）
の
技
術
を

学
ん
だ
石
工
（
せ
っ
こ
う
）
の
田
中
五
郎

右
衛
門
。
ル
ベ
シ
ベ
ツ
～
タ
ニ
イ
ソ
間
は

非
常
に
硬
い
岩
質
で
あ
り
、
従
来
の
ツ

ル
ハ
シ
等
に
よ
る
工
法
で
は
ト
ン
ネ
ル

の
開
削
が
困
難
で
し
た
が
、
田
中
ら
は
、

鉄
槌
（
て
っ
つ
い
）
で
岩
盤
に
鑿
（
の
み
）
を

打
込
み
、
発
破
を
仕
掛
け
る
工
法
を
採

用
し
、
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
を
実
現
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
北
海
道
道
路
史
上
初

の
工
法
と
言
わ
れ
て
お
り
、
歴
史
を
伝

え
る
文
化
財
と
言
え
ま
す
。

翌
明
治
25
年
、
こ
の
区
間
の
道
路
も

完
成
し
、
よ
り
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

近
藤
重
蔵
の
ル
ベ
シ
ベ
ツ
山
道
開
削

か
ら
約
一
〇
〇
年
、
黄
金
道
路
の
前
身

と
な
っ
た
こ
の
道
は
、
昭
和
9
年
の
黄

金
道
路
全
通
ま
で
山
道
と
併
用
さ
れ
、

地
域
の
人
流
を
支
え
ま
し
た
。

近
藤
重
蔵
が
ル
ベ
シ
ベ
ツ
山
道
を
開

削
し
て
か
ら
約
70
年
後
の
明
治
2
年
。

蝦
夷
地
は
北
海
道
と
命
名
さ
れ
、
明

治
19
年
に
は
北
海
道
庁
が
設
置
さ
れ

ま
す
。
当
時
の
根
室
は
外
国
と
対
峙
す

る
地
。
現
在
の
広
尾
町
を
経
由
し
、
函

館
～
札
幌
～
根
室
を
つ
な
げ
る
、
海
岸

沿
い
の
道
路
計
画
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

こ
の
頃
か
ら
少
し
ず
つ
、
現
在
の
黄
金

道
路
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

第
二
回

黄
金
道
路
の
歴
史

～
明
治
中
期
～
完
成
～

※1 出典：「山道と黄金道路 田中五郎右衛門の足跡」田中克明、服部律子著 広尾町郷土研究会:広尾町教育委員会、1998

※2 現在このトンネルの箇所には立ち入りができません。 ※3 出典：北海タイムス（昭和9年11月2日）

背景地図出典：国土地理院

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道

で
は
、
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
北
海

道
の
素
晴
ら
し
い
道
を
ド
ラ
イ
ブ

コ
ー
ス
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

南
十
勝
夢
街
道
で
は
広
尾
町
の

黄
金
道
路
を
取
り
上
げ
、
魅
力
や

知
ら
れ
ざ
る
歴
史
を
、
全
3
回
で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
第

2
回
目
で
す
。

黄
金
道
路
誕
生

大
正
12
年
頃
か
ら
広
尾
村
（
現
広
尾

町
）
で
は
北
海
道
庁
へ
、
安
全
な
道
路

整
備
を
陳
情
し
、
昭
和
2
年
に
よ
う
や

く
工
事
開
始
。
か
つ
て
近
藤
重
蔵
を
足

止
め
さ
せ
た
難
所
タ
ニ
イ
ソ
で
の
海
難

を
乗
り
越
え
、
昭
和
9
年
10
月
、
え
り

も
町
と
広
尾
町
を
結
ぶ
黄
金
道
路
が

完
成
し
ま
し
た
。

・正
式
名(

当
時)…

地
方
費
道
帯
広
浦
河
線

・総
延
長
：約
33
・5
キ
ロ

黄
金
道
路
の
由
来
と
現
在
の
姿

黄
金
道
路
は 

『黄
金
を
敷
き
詰
め
ら

れ
る
ほ
ど
、
莫
大
な
費
用
を
投
じ
た
』

こ
と
が
名
前
の
由
来
と
さ
れ
ま
す
。
完

成
時
の
新
聞
（※

3
）
に
は
「
黄
金
道
路

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
道

路
全
通
に
よ
っ
て
国
益
を
増
進
す
る
と

い
う
意
味
か
？

は
た
ま
た
莫
大
な
工

費
を
投
じ
た
る
が
故
か
？
」
と
、
当
時

の
帯
広
土
木
事
務
所
長
の
言
葉
も
あ

り
、
当
時
か
ら
そ
の
名
が
定
着
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

か
つ
て
国
防
の
た
め
必
要
と
さ
れ
た

道
は
、
や
が
て
、
船
以
外
の
交
通
手
段

が
ま
わ
り
道
と
な
る
山
道
し
か
無
か
っ

た
住
民
の
不
便
を
解
消
す
べ
く
切
り
開

か
れ
て
き
ま
し
た
。
黄
金
道
路
の
覆
道

と
ト
ン
ネ
ル
を
駆
使
し
た
独
特
の
美
し

い
景
観
は
、
広
尾
町
と
北
海
道
の

歴
史
を
表
す
痕
跡
な
の
で
す
。

黄金道路をつないだトンネルは、北海道道路史上初の工法で作られた

田中五郎右衛門により開削された、鑿と発破
の跡も生々しい隧道。高さ2.9m、幅は2.6ｍあ
り乗馬した人も通れる高さ。昭和９年の黄金
道路完成まで山道と併用された（※2）

シーニックバイウェイ南十勝夢街道通信

入賞作品によるカレンダーの制作・販売

も行っています！

【フォトコン巡回作品展】

期間： 9/21（土）～10/4（金）

会場：中札内文化創造センター

1Fホワイエ

【広尾町と黄金道路 写真展】

期間： 10/5（土）～10/18（金）

会場：大丸山森林公園（サンタの家）

南十勝夢街道フォトコンテスト

２００６年より毎年開催！

広
尾
町
と
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

フォトコンテスト入賞作品を南十勝5町

村で巡回展示しています。

過去のコンテスト応募作品から選りす

ぐった、黄金道路や広尾町の美しい景

観写真をぜひ見に来てくださいね！

田中五郎右衛門
（※1）

黄金道路

開削時のジオラマ

は必見です
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

第46回日勝少年野球大会

無縁仏供養祭
（町社協・仏教会共催）

魚霊祭

施設合同夏祭り

仲間と優勝目指して

身寄りなき霊も安らかに

大漁と安全な操業を願い

楽しい夏のひとときを

広尾ロータリークラブ（山本満会長）主催の日勝少年野球
大会が開催されました。十勝・日高管内の11チームが熱
戦を繰り広げました。広尾忠類野球少年団は初戦を勝利で
飾ったものの準決勝で敗退。大会は札内北フェニックスが
優勝し、中山琥太郎主将は「５年間野球をやってきて初め
て優勝できてうれしかったです」と話しました。

本町で亡くなった無縁仏89体の供養祭が、茂寄墓地の供
養碑・無縁地蔵前で行われました。議会、漁協、農協等も
参列。広尾町仏教会の伊藤了会長は「どんな人も自分と無
関係ということはありません。この機に命を見つめて」と
あいさつ。田中町長は「広尾に縁あった御霊であり、今後
も社協さん等と共に供養していきたい」と述べました。

広尾漁業協同組合（亀田元教組合長）による魚霊祭が漁協
市場で行われました。広尾町仏教会（伊藤了会長）が読経、
参列者24人が焼香を行い、亀田組合長は「資材高騰や海
洋熱波の発生など漁業は厳しい状況。組合員や関係者の英
知を結集して乗り切りたい」と話しました。祭典後、灯籠
船を海に流し安全操業や大漁を祈願しました。

老人ホーム・特別養護老人ホーム・なごみの合同夏祭りが
老人ホーム駐車場で行われました。入所者や職員、ボラン
ティアグループの方などが祭振会の太鼓に合わせて盆踊り
に参加。入所者は「大変な思いをしながら祭りを開いてく
れた職員の皆さんに感謝の気持ちでいっぱい。すごく楽し
みにしていた」と満足そうに話しました。

優勝した札内北フェニックスの選手たち優勝した札内北フェニックスの選手たち

田中町長が参列者代表であいさつ田中町長が参列者代表であいさつ

灯籠船を漁船に積み込む様子灯籠船を漁船に積み込む様子

盆踊りを楽しむ皆さん盆踊りを楽しむ皆さん

8/3
・ 4

8/7

8/5

8/7

13 広報ひろお　2024年（令和６年）10月号



タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

（株）多田塗装工業に感謝状少年消防クラブ宿泊研修

京都大学交響楽団演奏会

皆の展望台に技術奉仕防火意識の向上へ

迫力満点の演奏に感動

株式会社多田塗装工業（釧路管内標茶町、多田征人代表取
締役）が、十勝港展望台の駐車場スペースでライン整備の
奉仕をされ、町は感謝状を贈呈しました。同社から来町し
た多田祐一常務は「町民の方も観光の方も訪れる場所。景
観や安全面でお役に立てて嬉しい」と話し、田中町長は「大
変ありがたいです」とお礼を述べました。

今年度の広尾少年消防クラブ火災予防宿泊研修が行われ、
広尾小の４～６年生、19人が参加。消防署員から署内設
備の説明を受け、消火器を使った模擬消火訓練や消防・救
急車両の見学などを実施。防災意識を高めるとともに消防
署員の仕事について理解を深めました。夜は青少年研修セ
ンターに宿泊し、仲間たちとの交流も楽しみました。

第62回広尾町芸術鑑賞町民劇場「京都大学交響楽団演奏会」
（同委主催）が広尾中学校体育館で開かれ、約250人が来
場しました。同楽団の迫力ある演奏に、来場した女性は「近
くで聴けて心打たれました」と感動していました。指揮者
体験やサンタランドジャズスクール・広尾中吹奏楽部と共
演も行い、更に盛り上がりを見せました。

左から田中町長、多田常務左から田中町長、多田常務消火訓練に挑む子どもたち消火訓練に挑む子どもたち

美しい音色で来場者を魅了しました美しい音色で来場者を魅了しました

8/88/8

8/18
広尾小 安藤さん下森さん

全道卓球も得意の技で

広尾小学校の安藤吏
り

輝
き

さん、下森瑚
この

葉
は

さん（ともに６年生）
が「北海道卓球選手権大会（カデットの部）」の出場権を
獲得し、山岸教育長を訪問しました。９月に帯広市で開催
される同大会に向けて、安藤さんは「得意のカウンターを
生かし、勝ち進みたい」と、下森さんは「得意技のバック
サーブで積極的に攻めます」と抱負を語りました。

左から山岸教育長、安藤さん、下森さん左から山岸教育長、安藤さん、下森さん

8/20
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さけます神社秋季祭典 おもいっきり楽しみ隊
「おもしろサイエンス」

豊 漁 を 祈 願 塩と氷で不思議体験

広尾漁業協同組合（亀田元教組合長）主催のさけます神社
秋季祭典が十勝神社で行われました。漁業関係者30人が
出席し、玉串を捧げて豊漁と航海の安全を祈願しました。
亀田組合長は「執行者一同、漁業者と職員の生活を守って
いく強い決心で、基幹産業の漁業振興に向け自助努力を重
ね、広尾町のために寄与していきたい」と話しました。

町教委主催「おもいっきり楽しみ隊」第３回講座が開かれ
小学生18人が参加しました。ＮＰＯ法人教育支援協会北
海道の内山晶子さんを講師に招き、塩と氷でジュースを凍
らせるアイス作りや糸に塩をつけて氷釣り、塩水に物を入
れて浮かせる実験などを行いました。子どもたちは「でき
た！すごい！」と不思議体験を楽しみました。

玉串奉奠をする亀田組合長玉串奉奠をする亀田組合長 氷釣りに挑戦！上手に釣れました！氷釣りに挑戦！上手に釣れました！

8/26 8/24

農山漁村ホームステイ

広尾町の思い出を

都市部の子どもたちが広尾町内の農家や漁
家などに滞在し、暮らしを体験する農山漁
村ホームステイが、８月27日から29日の
間で行われました。東京都荒川区立尾久西
小学校の５年生54人が広尾町の漁家、農家
など17家庭に分かれてホームステイを行い、
農業や漁業などの仕事や自然豊かな暮らし
を体験しました。
また、広尾小学校の５年生とフロアーリン
グやドッジボールで交流し、給食を一緒に
食べるなど親睦を深めました。
受け入れ家庭との別れの際には涙する子も
おり、短い間ではありましたが思い出に強
く残る滞在となりました。
お忙しい中、ご協力いただきました家庭の
みなさん、ありがとうございました。 退村式の様子退村式の様子

広尾小学校５年生とのドッジボール交流の様子広尾小学校５年生とのドッジボール交流の様子

8/27
〜29
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場

（株）セコマとのまちづくり連携協定
及び災害協定締結

広尾高校 O
オ ー プ ン

PEN S
ス ク ー ル
CHOOL

まちづくり等へ連携広尾高校の魅力を実感

広尾町と株式会社セコマ（赤尾洋昭代表取締役社長）との
まちづくり連携協定及び災害協定が締結されました。田中
町長は「連携協力を進め、全ての町民が希望をもって住み
続けられるまちづくりを進めたい」と話し、赤尾代表は「協
定に基づいて、更なる広尾町の維持・発展に貢献できるこ
とは大変うれしく思います」と応えました。

広尾高校（柴山真純校長）でオープンスクールが開かれ、
町内外の中学生47人らが訪れました。進路実績や部活動を、
担当の教諭や在校生が紹介。数学・社会・英語・家庭科・
書道に分かれた体験授業は、在校生が補助し、趣向を凝ら
した授業が展開され、参加者は笑顔で体験しました。希望
者は部活動も体験し、広尾高校の魅力を感じていました。

協定書を手にする赤尾代表と田中町長協定書を手にする赤尾代表と田中町長書道「恋文を書こう」を体験する中学生書道「恋文を書こう」を体験する中学生

8/308/30

国
保
病
院
職
員　
募
集

○
職
種
・
募
集
人
数
・
給
料
・
応
募
資
格

※
次
の
金
額
は
最
低
賃
金
額
で
す
。

　
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

（
正
規
職
員
）

・
薬
剤
師　
１
人

　
月
額
：
２
０
２
，
８
０
０
円
～

　
資
格
：
薬
剤
師
免
許
の
有
資
格
者

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
１
８
，
８
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

１
８
３
，
５
０
０
円
～

　
※
別
途
夜
勤
手
当
等
各
種
手
当
あ
り

　
資
格
：�

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

・
訪
問
看
護
師　
１
人

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
１
８
，
８
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

１
８
３
，
５
０
０
円
～

　
資
格
：�

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

　
　
　
　

�

普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限

定
可
）

・
言
語
聴
覚
士
・
理
学
療
法
士　

�

若
干
名

　
月
額
：
２
０
２
，
８
０
０
円
～

　
資
格
：�
言
語
聴
覚
士
ま
た
は
理
学
療

法
士
の
有
資
格
者

○
雇
用
期
間　

　
11
月
１
日
～

募
集

○
応
募
方
法

　

�

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）、
職
務
経

歴
書
に
各
免
許
証
を
添
え
、
国
保
病

院
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　

　
面
接
（
全
員
）

　
適
性
検
査
（
薬
剤
師
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
℡
２・
３
１
１
１
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手　
募
集

○
募
集
人
数

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手　

２
人

○
時
給

　
１
，
８
０
０
円

○
応
募
資
格

　

�

65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
大
型
自
動

車
運
転
免
許
、
も
し
く
は
中
型
自
動

車
運
転
免
許
取
得
者

○
応
募
方
法

　

�

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
を
管
理
課

総
務
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法

　
面
接
試
験

○
面
接
日
時

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
管
理
課
総
務
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
６
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
（
帯
広
市
西
５
南
14
）

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
３・
８
７
１
８
）

▼�

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�https://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/obihiro/

バ
ル
シ
ュ
ー
レ　
参
加
者　
募
集

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
し
て

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　
10
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～

○
会
場　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　
未
就
学
児

○
申
込
方
法

　

�

10
月
17
日
（
木
）
ま
で
に
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
教
育
委

員
会
社
会
教
育
係
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

�

申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
、
青
少
年

研
修
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問　
社
会
教
育
係
（
℡
２・
０
１
８
１
）

防
災
無
線
戸
別
受
信
機　
有
償
貸
与

貸
付
料
の
半
額
対
象
拡
大

　
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
災
害
等
の
緊

急
情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
防
災
行

政
無
線
の
戸
別
受
信
機
を
町
内
の
全
世

お
知
ら
せ

帯
に
１
台
ず
つ
無
料
で
お
貸
し
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
無
償
貸
与
の
対
象
外
で
一
定

の
条
件
を
満
た
す
方
に
は
有
料
で
受
信

機
を
お
貸
し
し
て
お
り
、
住
宅
以
外
の

会
社
や
店
舗
に
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方

な
ど
に
は
貸
付
料
を
半
額
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
住
民
票
が
な
い
方
に
も

町
内
に
居
住
し
て
い
れ
ば
貸
付
料
を
半

額
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
戸
別
受
信
機
の
設
置
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
企
画
防
災
係
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問　
企
画
防
災
係
（
℡
２・
０
１
８
４
）

ひ
ろ
お
サ
ン
タ
カ
ー
ド

町
内
で
の
お
申
し
込
み

　
大
丸
山
森
林
公
園
サ
ン
タ
の
家
と
役

場
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
係
で
は
今
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
に
届
け
ら
れ
る
ひ
ろ
お
サ
ン
タ

カ
ー
ド
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
イ
ラ
ス
ト
を
刷
新
し
、
ミ
ニ

絵
本
や
ぬ
り
絵
が
同
封
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
申
込
金
額
は
今
年
か
ら
１
通
７
５
０

円
に
改
定
さ
れ
ま
す
が
、
サ
ン
タ
の
家

と
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
係
で
の
お
申
し
込
み

は
１
通
５
０
０
円
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
込
用
紙
は
広
報
11
月
号
に
折
込
み

予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問　
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
７
）

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
血
液
は
、
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ず
、
ま
た
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
輸
血
に
必
要
な
血
液
を
十
分
に
確
保

し
て
お
く
た
め
、
献
血
に
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
日
時

　
10
月
16
日
（
水
）

○
場
所
・
時
間

・
広
尾
警
察
署

　
午
前
10
時
～
11
時
10
分

・
広
尾
町
役
場

　
午
後
１
時
～
３
時

・
広
尾
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
午
後
３
時
半
～
４
時

問　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・５
１
２
２
）

募集種目 応募資格 受付期間 試 験 日

自衛官候補生 18歳以上33歳未満の方 11月５日（火）まで 11月10日（日）

防衛大学校学生 一般

18歳以上21歳未満の方

10月17日（木）まで
１次：11月２日（土）
２次：11月30日（土）から　
　　　12月４日（水）のうち１日

防衛医科大学校
医学科学生 10月９日（水）まで

１次：10月19日（土）
２次：12月11日（水）から
　　　13日（金）のうち１日

防衛医科大学校
看護学科学生 10月２日（水）まで １次：10月12日（土）

２次：11月23日（土）または24日（日）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
児
童
手
当
制
度

表
記
の
誤
り
の
お
詫
び

　
広
報
９
月
号
10
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
た
、

「
児
童
手
当
制
度
の
一
部
が
変
更
さ
れ

ま
す
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問　
児
童
係
（
℡
２・
０
１
７
２
）

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

～
行
方
不
明
時
に
備
え
て

　
事
前
登
録
し
ま
せ
ん
か
～

　
認
知
症
状
の
あ
る
方
は
、
一
人
で
散

歩
に
出
た
ま
ま
自
宅
に
戻
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
人
の
特
徴
や
写

真
等
を
事
前
に
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、

行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
、
よ
り
速

や
か
に
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
し
も
の
時
に
備
え
、
事
前
登
録
し

ま
せ
ん
か
。

○
対
象
者

　

�

認
知
症
や
障
が
い
等
の
理
由
に
よ
り
、

行
方
不
明
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
。

○
事
前
登
録
方
法

　

�

特
徴
が
わ
か
る
写
真
２
枚
（
背
格
好

と
顔
）
を
お
持
ち
の
う
え
申
請
く
だ

さ
い
。
保
健
福
祉
課
も
し
く
は
担
当

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

○
協
力
機
関
も
募
集
中

　
�

行
方
不
明
時
に
通
常
業
務
の
範
囲
で

捜
索
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
協
力

機
関
（
商
店
・
会
社
等
）
も
随
時
、

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
店
舗
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７
０
）

災
害
義
援
金
の
受
付

　
現
在
、
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
令
和

６
年
７
月
25
日
か
ら
の
大
雨
災
害
義
援

金
を
日
本
赤
十
字
社
広
尾
町
分
区
窓
口

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

・
12
月
27
日
（
金
）
ま
で

問　
福
祉
係
（
℡
２・
０
１
７
２
）

秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月
15
日

（
火
）～
31
日（
木
）ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し
強
風

が
吹
く
な
ど
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い

季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
防
火
意
識

を
高
め
、
防
火
の
点
検
と
備
え
を
実
施

し
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
焼
死
事
故
の
撲
滅
、
ま
た
、
大
切

な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
町
内

を
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

○
全
国
統
一
防
火
標
語

　
守
り
た
い　
未
来
が
あ
る
か
ら

　
火
の
用
心

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）

消
防
職
団
員
合
同
防
火
訪
問

　
日
ご
と
に
朝
夕
の
寒
さ
が
身
に
染
み

る
季
節
が
近
づ
き
、
各
家
庭
で
も
暖
房

器
具
を
使
用
す
る
機
会
も
増
え
る
こ
と

か
ら
、
住
宅
火
災
の
発
生
防
止
と
被
害

の
軽
減
を
目
的
に
10
月
20
日
（
日
）
に
、

消
防
職
員
と
消
防
団
員
に
よ
る
一
般
家

庭
の
防
火
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、雨
天
の
場
合
は
10
月
27
日（
日
）

に
順
延
と
な
り
ま
す
。

　
防
火
訪
問
を
実
施
す
る
地
域
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・
広
尾
区
（
午
前
９
時
半
か
ら
）

　
並
木
通
２
～
４
丁
目
、
錦
通
、

　
公
園
通
、
丸
山
通
北
５
～
７
丁
目
、

　
丸
山
通
南
７
～
８
丁
目
、

　
白
樺
通
北
２
丁
目

・
音
調
津
区
（
午
前
８
時
か
ら
）

　
音
調
津
市
街
地
、
美
幌
地
区

・
豊
似
区
（
午
後
１
時
か
ら
）

　
豊
似
市
街
地

・
野
塚
区
（
午
後
１
時
か
ら
）

　
野
塚
市
街
地

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）

個
別
的
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度

　
解
雇
や
賃
金
未
払
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
の
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？

　
北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
問

題
に
詳
し
い
経
験
豊
か
な
「
あ
っ
せ
ん

員
」
が
、
当
事
者
双
方
か
ら
お
話
を
う

か
が
い
、
問
題
点
を
整
理
し
た
上
で
助

言
等
を
行
い
、
歩
み
寄
り
に
よ
る
解
決

を
図
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
あ
っ
せ
ん
」
の
利
用
は
無
料
で
、

迅
速
な
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
調
整
課

　
　
（
℡
０
１
１・
２
０
４・５
６
６
７
）

誤
「第３子以降」とは、高校生年代
まで（18歳に達した日以後の最
初の3月31日までの間）

正
「第３子以降」とは、大学生年代
まで（22歳に達した日以後の最
初の3月31日までの間）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」

燃
え
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す

　
10
月
14
日
は
【
ス
ポ
ー
ツ
の
日
】
で

祝
日
で
す
。

　
役
場
な
ど
は
休
業
で
す
が
、
月
曜
日

に
「
燃
え
る
ご
み
」
を
収
集
し
て
い
る

区
域
だ
け
、「
燃
え
る
ご
み
」
を
収
集

し
ま
す
。

　
な
お
、
収
集
当
日
は
南
十
勝
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
へ
の
“
ご
み
の
持
ち
込
み
”

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
収
集
日
（
祝
日
の
月
曜
日
）

　
10
月
14
日
（
ス
ポ
ー
ツ
の
日
）

○
収
集
区
域

※
「
燃
え
る
ご
み
」
の
み
の
収
集
で
す
。

問　
環
境
生
活
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
１
）

該当町内会

音調津、桜、山フンベ、
中広尾、新生、野塚市街、
野塚、豊似市街、紋別、
東豊似

上浜、入舟町、会所、
防人、緑町、朝日、
５丁目、６丁目

10
月
１
日
か
ら
『
持
込
ご
み
』
が

有
料
に
な
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
南
十
勝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
ご
み
処
理
施
設
）
へ
直
接
持
込
ま
れ

た
ご
み
は
無
料
で
受
け
入
れ
て
い
ま
し

た
が
、
10
月
１
日
か
ら
資
源
ご
み
以
外

の
持
込
ご
み
の
受
け
入
れ
を
有
料
化
し

ま
す
。

【
料
金
】

【
料
金
の
支
払
方
法
】

　
入
退
場
時
に
計
量
機
で
ご
み
の
重
さ

を
測
定
し
、
退
場
時
に
現
金
で
お
支
払

い
た
だ
き
ま
す
。　

【
受
入
時
間
】

　
平
日　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
半

　
　
　
　
※
土
日
祝
日
は
お
休
み

【
事
後
納
付
に
つ
い
て
】

　
事
業
者
等
が
自
ら
事
業
系
一
般
廃
棄

物
を
搬
入
す
る
場
合
に
限
り
、
１
カ
月

分
を
ま
と
め
て
納
入
通
知
書
に
よ
り
後

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
後
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
生
活
係
（
℡
２・
０
１
７
１
）

　
　
南
十
勝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
５・
２
８
１
０
）

北
海
道
最
低
賃
金
改
定

　
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
会
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
学
生
等
を
含
む
）
及
び
そ
の

使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃

金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
最
低
賃
金
額

　
時
間
額
１
，
０
１
０
円

○
効
力
発
生
年
月
日

　
令
和
６
年
10
月
１
日

問　
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部

　
　
賃
金
室
最
低
賃
金
係

　
　
（
℡
０
１
１・７
０
９・
２
３
１
１
）

全
国
地
域
安
全
運
動

　
10
月
11
日
は
「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
日
」
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
改
め
て
防
犯
に
対
す
る

意
識
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地

域
全
体
で
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
、
だ
れ
も
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
10
月
11
日
（
金
）
か
ら
10
月

20
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
は
、
次
の
項

目
を
運
動
重
点
と
し
て
「
全
国
地
域
安

全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　
危
険
な
事
態
を
予
測
・
回
避
す
る
能

力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
防
犯
標
語
「
い

か
の
お
す
し
」
を
活
用
し
、
不
審
者
に

遭
遇
し
た
際
の
対
処
方
法
を
日
頃
か
ら

子
ど
も
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
危
険
な
場
面
に
遭
遇
し
た
際

は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
等
の
防
犯
グ
ッ
ズ
や

北
海
道
警
察
公
式
防
犯
ア
プ
リ
「
ほ
く

と
ポ
リ
ス
」
が
有
効
で
す
。

○�

特
殊
詐
欺
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ

ン
ス
詐
欺
の
被
害
防
止

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電
話
、
メ
ー
ル
な
ど
で
投

資
等
の
も
う
け
話
や
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
話
を
さ
れ
た
と
き
は
詐
欺

を
疑
い
、
一
度
電
話
を
切
っ
て
周
り
の

人
に
相
談
す
る
か
、
警
察
相
談
電
話

「
＃
９
１
１
０
」に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
自
転
車
盗
難
、
万
引
き
の
被
害
防
止

　
自
転
車
の
盗
難
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

複
数
の
錠
を
か
け
る
「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」

で
被
害
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
万
引
き
は
窃
盗
罪
（
10
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
）

で
あ
り
、
決
し
て
軽
い
犯
罪
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
万
引
き
は
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
」
を
み
ん
な
で
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
２・
０
１
１
０
）

種　別 改定前 改定後
（10月～）

家庭系
ご　み 無　料 150円 /10㎏

事業系
ご　み 無　料 150円 /10㎏

資　源
ご　み 無　料 無　料
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

○�

複
数
で
行
動
し
、
音
で
人
の
存
在
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う

　

�　
野
山
に
は
１
人
で
入
ら
ず
、
複
数

で
行
動
し
、
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど

を
持
ち
、
会
話
し
な
が
ら
人
の
存
在

を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

�　
ま
た
、
万
が
一
、
ヒ
グ
マ
に
遭
遇

し
襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
ク
マ
撃
退

ス
プ
レ
ー
が
有
効
で
す
。
撃
退
ス
プ

レ
ー
も
持
参
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○�

ヒ
グ
マ
出
没
情
報
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

�　
ヒ
グ
マ
は
、
身
近
な
場
所
に
も
潜

ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自

治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○�

残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

�　
ヒ
グ
マ
は
一
度
ゴ
ミ
の
味
を
覚
え

る
と
、
そ
れ
を
目
当
て
に
ゴ
ミ
捨
て

場
な
ど
に
繰
り
返
し
出
没
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
を
野
外
に
放
置

し
た
り
、
埋
め
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○�

フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を
見
つ
け

た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う

　

�　
ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
、
草
や
木

な
ど
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
跡
な
ど
を

見
つ
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
引
き
返

し
ま
し
ょ
う
。

○
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

　

�　
万
が
一
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合

は
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

逃
げ
た
り
、
騒
い
だ
り
、
慌
て
て
行

動
す
る
と
、
か
え
っ
て
ヒ
グ
マ
を
興

奮
さ
せ
、
襲
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
リ
ュ
ッ
ク
や
持
ち
物
は
回
収

せ
ず
、
背
中
を
見
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り

と
静
か
に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
２・
０
１
１
０
）

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

10
月
は
里
親
月
間
で
す

　
里
親
制
度
は
、
様
々
な
理
由
に
よ
り

家
庭
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
、

家
族
の
一
員
と
し
て
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

あ
た
た
か
い
愛
情
を
も
っ
て
育
て
て
い

く
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
制
度
で
す
。

　
里
親
に
な
っ
た
ら
受
け
入
れ
で
き
る

子
ど
も
の
希
望
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

「
幼
児
だ
け
な
ら
」「
１
年
く
ら
い
な
ら
」

と
い
う
場
合
で
も
登
録
が
可
能
で
す
。

　
地
域
の
子
ど
も
の
た
め
に
、
何
か
協

力
し
た
い
想
い
の
あ
る
方
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
里
親
の
要
件

　
子
ど
も
へ
の
愛
情
が
あ
り
、
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
な
い
、
人
柄
に
問
題
の

な
い
、
所
定
の
研
修
を
受
講
し
た
方

○
対
象
の
子
ど
も

　
親
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な

い
０
～
18
歳
未
満
の
子
ど
も

○
養
育
期
間

　
数
日
・
数
カ
月
の
短
期
間
か
ら
自
立

す
る
ま
で
の
十
数
年
と
、
子
ど
も
の
状

況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

里
親
制
度
や
具
体
的
な
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
帯
広
児
童
相
談
所

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
２・５
１
０
０
）

不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間

　
10
月
は
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
で
す
。

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
重
油
や
灯
油

を
混
ぜ
た
り
、
灯
油
や
重
油
か
ら
軽
油

を
製
造
し
た
も
の
な
ど
を
い
い
、
こ
れ

ら
を
販
売
・
使
用
す
る
こ
と
は
、
脱
税

行
為
で
あ
り
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

　
ま
た
、
排
気
ガ
ス
中
の
窒
素
酸
化
物

を
増
加
さ
せ
、
大
気
汚
染
の
原
因
と
な

り
私
た
ち
の
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

　
道
で
は
、
不
正
軽
油
撲
滅
に
向
け
て

関
係
機
関
と
連
携
し
、
軽
油
の
抜
取
調

査
等
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。
不
正
軽

油
の
話
を
聞
い
た
り
、
見
た
り
し
た
時

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１
０
番

　
　
（
℡
０
８
０
０・８
０
０
２・１
１
０
）

　
　
十
勝
総
合
振
興
局
課
税
課

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
７・
８
５
１
０
）

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
と
帯
広

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
毎
年
帯

広
市
と
の
共
催
で
「
女
性
の
た
め
の
人

権
な
ん
で
も
相
談
所
」
を
年
４
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
11
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
半

　
※
最
終
受
付
：
午
後
３
時

○
場
所

　
と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大
集
会
室

　
（
帯
広
市
西
４
条
南
13
）

○
対
象
者

　
女
性
の
方
の
み

○
相
談
員

　

�

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
所
属
の

人
権
擁
護
委
員

○
相
談
内
容

　

�

家
族
の
悩
み
、
職
場
の
悩
み
、
近
所

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
相
談

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
そ
の
他

・
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

・
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問　
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・

　
　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
４・５
８
５
３
）

障
が
い
者
雇
用
促
進
フ
ェ
ア

　
十
勝
管
内
に
お
け
る
障
が
い
者
の
一

層
の
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
帯
広
主
催
、
北
海
道
・
帯
広
市

共
催
に
よ
り
、
企
業
の
採
用
担
当
者
と

障
が
い
者
が
一
同
に
会
す
る
合
同
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
「
障
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
が
い
者
求
職
登
録
」
の
手
続
き
が
必
要

で
す
の
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　
10
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

○
場
所

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
帯
広

　
プ
ル
ミ
エ
（
帯
広
市
西
１
条
南
11
）

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広
専
門
援
助
部
門

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
３・
８
２
９
６
）

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
10
月
12
日
（
土
）

　
午
後
１
時
半
～
３
時

○
集
合
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

�

大
丸
山
森
林
公
園
ま
で
散
歩

を
し
ま
す

問　
福
祉
係
（
℡
２・
０
１
７
２
）

生
活
・
仕
事
相
談
会

　
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
の
こ
と
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

催
し

ま
す
。
な
お
、
相
談
会
に
は
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
10
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
３
時

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室

問　
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
０
１
５
５・
６
６・７
１
１
２
）

※�

「
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
お
近
く
の
会
場
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

・
10
月
３
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
10
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
豊
似
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
10
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７
０
）

特
設
行
政
相
談
所　
開
設

　
本
町
の
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政

相
談
所
を
、
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
国
の
省
庁
や
、
特
殊

法
人
・
行
政
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い

て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
の
相
談
を

お
受
け
す
る
も
の
で
す
。

　
無
料
で
相
談
で
き
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
開
設
日
時

　
10
月
22
日
（
火
）
午
前
９
時
～
11
時
半

○
場
所

　
コ
ミ
セ
ン
第
２
会
議
室

○
行
政
相
談
委
員

　
村
野　
貴
典
さ
ん

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）

広
尾
書
道
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
書
道
と
茶
道
の
講
座
】

　
鉛
筆
・
毛
筆
・
ペ
ン
字
・
日
常
の
か

な
文
字
の
書
き
方
、
そ
し
て
礼
儀
作
法

と
し
て
の
茶
道
の
た
し
な
み
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

○
日
時

　
10
月
２
日
・
９
日
・
16
日
（
水
）

　
午
前
９
時
～

○
場
所

　
コ
ミ
セ
ン
和
室

○
そ
の
他

・
受
講
料
：
無
料

・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

町
民
か
わ
ら
版

・
申
込
は
当
日
ま
で
承
り
ま
す
。

　
（
飛
び
込
み
可
）

問　
広
尾
書
道
会　
代
表　
笹
川

　
　
（
℡
２・
３
２
７
８
）

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
掲
載
可
能
な
情
報

　

�

町
民
（
ま
た
は
団
体
）
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

の
メ
ン
バ
ー
募
集
情
報
な
ど
、
公
益

的
な
情
報

（
注
）�

広
報
紙
へ
の
掲
載
が
適
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
情
報
は
掲
載
を

お
断
り
し
ま
す
。

※�

原
則
基
本
的
事
項
の
み
掲
載
。
詳
細

情
報
は
折
込
チ
ラ
シ
か
、
代
表
者
へ

の
問
合
せ
で
伝
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
料
金

　

�

無
料
。
た
だ
し
、
チ
ラ
シ
を
折
込
み

す
る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切
り

　
11
月
号　
10
月
３
日
（
木
）

○
提
出
先

　
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

※�

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）
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つ
づ
け
、
つ
な
げ
る

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
に
よ
る

長
期
的
成
果
と
し
て
、
学
校
や
地
域
の
活

性
化
と
と
も
に
、
地
域
教
育
力
の
向
上
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
各
校
の
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
毎
年
、

子
ど
も
た
ち
に
育
て
た
い
資
質
・
能
力
を

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
、
地
域
、
家
庭
の
各
立
場
に
お
い
て
、

め
ざ
す
子
ど
も
た
ち
の
姿
の
共
有
を
継
続

す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
育
て
る
意
識
づ
く
り
が
図
ら
れ

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
そ
う
し
た
意
識
づ
く
り
が

子
ど
も
た
ち
へ
の
い
ろ
い
ろ
な
支
援
に
つ
な

が
り
、
教
育
へ
の
当
事
者
意
識
の
高
ま
り

と
同
時
に
教
育
力
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
大
人
の
思
い

が
一
つ
に
な
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
取
組
で
は
、
つ
づ
け
る
こ
と
、

つ
な
げ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　

今
年
度
後
半
の
教
育
活
動
に
期
待

　

今
年
度
も
半
年
が
過
ぎ
、
学
校
の
教
育

活
動
は
後
半
に
な
り
ま
し
た
。
各
学
校
と

も
重
点
教
育
目
標
を
め
ざ
し
た
指
導
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
指
導
の
中
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る

の
が
、
各
教
科
等
で
の
指
導
の
重
点
項
目

と
重
点
単
元
・
教
材
の
設
定
及
び
実
施
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
指
導
の
重
点
を
は
っ
き

り
さ
せ
て
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
が
確
実
に
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
自

分
の
め
ざ
す
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
、
や
る
べ
き
こ
と
が
分
か
り
、
主

体
性
を
も
っ
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
３
月
ま
で
、
各
学
校
の
教
育

活
動
が
よ
り
充
実
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学

び
が
一
層
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

放
課
後
読
書
等
ふ
れ
あ
い
広
場
よ
り

　

広
尾
っ
子
応
援
団
本
部
が
、
毎
週
、
火

曜
日
と
木
曜
日
に
開
設
し
て
い
る
「
放
課

後
読
書
等
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
つ
い
て
、

１
学
期
は
20
回
の
実
施
で
、
延
べ
３
４
７

人
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、
読
書
を
は
じ
め
折
り
紙
や

ぬ
り
絵
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
友
だ
ち
と
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過
ご
す
広
尾
っ
子

の
姿
が
あ
り
ま
す
。

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します

国保病院
外来日程（10月、11月）のお知らせ 問　国保病院（℡2－3111）

10月４日（金） 大江医師
10月18日（金） 大江医師
10月22日（火） 望月医師

【精神科】
11月１日（金） 大江医師
11月12日（火） 布施医師
11月15日（金） 大江医師
11月26日（火） 望月医師

10月３日（木） 林（美）医師
10月７日（月） 荒木医師
10月10日（木） 後藤医師
10月17日（木） 林（美）医師
10月21日（月） 荒木医師
10月24日（木） 後藤医師
10月28日（月） 荒木医師
10月31日（木） 林（美）医師

【耳鼻咽喉科】
11月７日（木） 後藤医師
11月11日（月） 荒木医師
11月14日（木） 林（美）医師
11月18日（月） 荒木医師
11月21日（木） 後藤医師
11月25日（月） 荒木医師
11月28日（木） 林（美）医師

【肩関節専門外来】
10月10日（木） 木村医師
10月24日（木） 木村医師

11月14日（木） 木村医師
11月28日（木） 木村医師

【消化器内科】
毎週水曜日の午後 ※午前は検査を行っています。 林（健）医師毎週月曜の午後 小野寺医師

毎週火曜の午前 関口医師
毎週木曜の午前 清水医師

【整形外科】

10月３日（木） 赤津医師
10月17日（木） 赤津医師
10月31日（木） 赤津医師

【循環器内科】
11月７日（木） 赤津医師
11月21日（木） 赤津医師

毎週水曜日の午後 遠田医師

【脳神経外科】
毎週木曜の午後 佐土根医師

※10月３日（木）休診

【外科】
毎週火曜、木曜の午後、水曜、金曜の午前 山口医師

【内科】
水曜、木曜の午後　休診

※10月21日（月）午前　藤田医師休診

【眼科】
毎週火曜日の午前（予約制） 藤田医師

※10月22日（火）休診
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少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
、

高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み

の
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
を
お
持
ち
で
地
域

で
困
り
ご
と
を
抱
え
る
方
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
て
も

日
中
は
ひ
と
り
で
過
ご
さ
れ
る
方
も

い
ま
す
。

■�

な
ぜ
見
守
り
・
支
え
合
い
が
必
要

な
の

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
中
に
は
、

判
断
力
や
身
体
機
能
が
低
下
し
て
い

る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
病
気
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
た
と
き
に
相
談
で
き
ず
、
深
刻

な
事
態
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
に
い
ち
早
く
気
付

く
た
め
に
も
、
地
域
の
方
同
士
が
見

守
り
支
え
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

■�

見
守
り
・
支
え
合
い
を
進
め
る
た

め
に

　
見
守
り
は
見
張
り
で
は
な
く
、
さ

り
げ
な
い
気
遣
い
で
す
。
日
常
の
中

で
「
様
子
が
お
か
し
い
」「
い
つ
も
と

違
う
」
と
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

□
郵
便
物
が
溜
ま
っ
て
い
る

□
夜
で
も
カ
ー
テ
ン
が
開
い
て
い
る

□
挨
拶
を
し
な
く
な
っ
た

□
参
加
し
て
い
た
集
ま
り
に
来
な
い

　
な
ど
…

　
通
勤
や
犬
の
散
歩
な
ど
外
出
の「
つ

い
で
」
や
「
無
理
せ
ず
で
き
る
こ
と
」

を
気
軽
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
集
ま
り
や
町
内
会
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
で
支
え
合
い
の
絆
を

つ
く
り
ま
す
。

■
何
か
あ
っ
た
と
き
は
…

　
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
、
最
近
顔

を
見
て
い
な
い
、
な
ど
気
に
な
る
方

が
い
れ
ば
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・３
３
７
０
）

見
守
り
・
支
え
合
い
で
地
域
を
守
る

395

　
国
民
年
金
に
は
、
出
産
前
後
期
間

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

「
産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
と
し
て
「
保
険
料

が
免
除
さ
れ
た
期
間
」
は
保
険
料
を

納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
届
出
を
行
う
期
間
に
つ
い
て
、
す

で
に
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

て
い
る
場
合
で
も
、
届
出
が
可
能
で

す
。

◇
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
期
間

・�

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

・�

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
か
月
前
か
ら
最
大
６
か
月
間
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

・�

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）

以
上
の
出
産
で
、
死
産
、
流
産
、

早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
方

　

�

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降

の
方

◇
届
出
時
期

　

�

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届

け
出
る
こ
と
が
で
き
、
出
産
後
に

届
け
出
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◇
届
出
先

　
住
民
課
住
民
係

◇
必
要
書
類

・�
基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の

・�

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

・�

母
子
健
康
手
帳
（
出
産
前
に
届
出

す
る
場
合
）

・�

被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合

は
、
出
生
証
明
書
な
ど
出
産
日
及

び
親
子
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
書

類
問　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
（
℡
０
１
５
５・２
５・８
１
１
３
）

　
　
ま
た
は
住
民
課
住
民
係

　
　
（
℡
２・０
１
７
１
）

出
産
前
後
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
！
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けんこうひろば 健康管理センター℡2－5122

不
妊
症・不
育
症
で
お
悩
み
の
方
へ

　
赤
ち
ゃ
ん
が
ほ
し
い
け
れ
ど
、

な
か
な
か
授
か
ら
な
い
な
ど
、
治

療
や
費
用
助
成
に
関
す
る
様
々
な

お
悩
み
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

女
性
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
帯
広
保
健
所
の
保
健
師
が
、
面

接
（
予
約
制
）
や
電
話
で
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

電
話

　
０
１
５
５
・
２
６
・
９
０
４
２

受
付
時
間

　
月
～
金

　
８
時
45
分
～
17
時
30
分

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

料
金　
無
料

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

　
お
び
ひ
ろ
Ａ
Ｒ
Ｔ
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
医
師
が
、
不
妊
症
や
不
育
症
に

関
す
る
専
門
的
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。

住
所　
帯
広
市
東
３
条
南
９
丁
目

電
話

　
０
１
５
５
・
６
７
・
１
１
６
２

メ
ー
ル

　

offi
ce-oac@

keiai.or.jp

※�

相
談
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

に
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
、
随
時
、

回
答
し
ま
す
。

治
療
費
等
の
助
成

　
町
で
は
、
不
妊
症
や
不
育
症
の

治
療
に
か
か
る
治
療
費
や
通
院
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業

　
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
も
し

く
は
後
期
高
齢
者
の
方
で
特
定
健

診
を
受
け
た
方
全
員
に
、
町
指
定

燃
え
る
ゴ
ミ
袋
（
20
ℓ
／
10
枚
５

０
０
円
相
当
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。

対
象

　
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
中

の
方
で
、
令
和
６
年
度
中
に
特
定

健
診
を
受
け
た
方

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　
（
①
と
②
の
ど
ち
ら
か
）

①
特
定
健
診
の
結
果
表　

②�

特
定
健
診
と
同
内
容
の
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の

配
布
場
所

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
町
で
は
、
定
期
接
種
の
対
象
と

な
る
方
の
接
種
費
用
を
一
部
助
成

し
て
い
ま
す
。

●
肺
炎
球
菌
と
は

　
肺
炎
球
菌
は
主
に
気
道
の
分
泌

物
に
含
ま
れ
る
細
菌
で
、
だ
液
な

ど
を
通
じ
て
飛
沫
感
染
し
、
気
管

支
炎
や
肺
炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重

い
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
定
期
接
種
の
対
象
者

①
65
歳
の
方

②�

接
種
時
に
60
～
64
歳
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
や
免
疫
の
機
能

に
障
が
い
が
あ
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
程
度
）

助
成
金
額　
４
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
一
人
１
回
）

場
所
・
申
込

・
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
病
院

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
つ
つ
み

・
広
尾
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
大
樹
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院

・
大
庭
医
院

・
森
ク
リ
ニ
ッ
ク

※�

右
記
の
対
象
年
齢
以
外
の
方
は
、

任
意
接
種
（
自
費
）
と
し
て
接

種
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
接

種
料
金
は
、
各
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今月の担当　矢作　遥香「乳がん」・「子宮がん」のお話

国が奨めるがん検診
　　がんの種類
乳がん検診
子宮頸がん検診

対象者
４０歳以上
２０歳以上

受診間隔
２年に１回
2年に１回

　　　　　　  検査項目
問診、乳房X線（マンモグラフィ）
問診、視診、子宮頸部の細胞診および内診

乳がんになる危険性は30歳代後半から40
歳代にかけて急増します。命を守るため
に、早期発見・早期治療が重要です。
早期発見には「定期的な検診の受診」+
「日頃からの自己検診（セルフチェッ
ク）」が大切です。

子宮頸がんは子宮がんのうち約７割程度
を占めています。
発症ピークが低年化しており最近では30
歳代後半が発症ピークです。子宮頸がん
は初期症状がほとんどありません。
子宮頸がん検診では、がんになる前の段
階で発見することができます。

乳がん・子宮がんは定期的な検診が早期発見のポイント！
「乳がん」は女性がかかる最多のがん！ 「子宮頸がん」は20～30代で急増！

町公式ウェブサイト
はこちら

各種相談窓口
はこちら
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ほんのおしらせ-BOOK- 図書館℡2－2141

出発!!移動図書館バス
10
月
8
日

（火）

11
月
5
日

（火）

老人ホームかもめ前 ９:50～10:05

Ａコープサンタ村前 13:15～13:30

野塚郵便局前 13:45～14:00

10
月
11
日

（金）

11
月
8
日

（金）

丸山寿の家 10:50～11:05

フクハラるる店 11:15～11:30

音調津郵便局前 13:45～14:00

行
事
予
定

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
企
画

本
と
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

◇
場
所
：
児
童
福
祉
会
館　

２
階
大
ホ
ー
ル

◇
日
程
：
10
月
19
日
（
土
）　
午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
20
日
（
日
）　
午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

◇
内
容
：�

保
存
期
限
の
切
れ
た
雑
誌
な
ど
の
無
料
配
布
を

行
い
ま
す
。

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
を
し
て
本
を
借
り
よ
う

◇
期
間
：
10
月
27
日
（
日
）
～
11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
読
書
週
間
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

◇
場
所
：
図
書
館

◇
対
象
：
幼
児
～
小
学
生

◇
内
容
：�

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
を
し
て
出
て
き
た
カ
プ
セ
ル
の

中
に
入
っ
て
い
る
番
号
の
本
を
貸
出
し
ま
す
。

10
月
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

◇
い
ろ
い
ろ
な
動
物
の
本
【
児
童
展
示
】

　

�

絵
本
や
児
童
書
を
中
心
に
動
物
の
本
を
集
め
て
展
示
し

ま
す
。

◇
秋
の
夜
長
に
読
み
た
い
本
【
一
般
書
展
示
】

　

�

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
合
わ
せ
て
秋
の
夜
長
に
読
み
た
い

本
を
展
示
し
ま
す
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
合
わ
せ

て
10
月
26
日
（
土
）
と
27

日
（
日
）
に
図
書
館
へ
来

館
し
て
く
れ
た
方
に
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

に
関
連
す
る
本
の
展
示
も

行
い
ま
す
。

新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
牛
乳
さ
え
あ
れ
ば�

小
松　
友
子

◇
ニ
ャ
ン
古
語
辞
典

�

東
京
書
籍
出
版
事
業
部
（
編
集
）

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
旅
ご
は
ん�

小
川　
糸

◇
わ
た
し
の
知
る
花�

町
田　
そ
の
こ

児
童
書
・
絵
本
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
ド
ー
ナ
ツ
ペ
ン
タ
く
ん�

柴
田　
ケ
イ
コ

◇
身
近
な
自
然
現
象
大
研
究

�

池
内　
了
（
監
修
）

『
ひ
ろ
お
の
サ
ン
タ
さ
ん
』�

舩
木　
登
良
男
・
作

�

猫
宮　
ひ
ろ
え
・
絵

�

笠
原　
汐
莉
・
題
字

広
尾
小
学
校
図
書
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�「
か
け
橋
」・
編
集
監
修

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

　
広
尾
町
在
住
の
舩
木
さ

ん
が
考
え
た
ス
ト
ー
リ
ー

に
縁
で
繋
が
っ
た
人
た
ち

が
力
を
合
わ
せ
て
、
サ
ン

タ
ラ
ン
ド
40
周
年
の
年
に

創
作
絵
本
と
な
り
、
図
書

館
に
も
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
愛
と
平
和
・
感
謝
と

奉
仕
」
の
サ
ン
タ
ラ
ン
ド

の
精
神
が
１
冊
の
中
に
詰

ま
っ
た
、
あ
た
た
か
な
気

持
ち
に
な
れ
る
創
作
絵
本

で
す
。

お
知
ら
せ

【
10
月
の
休
館
日
】
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

※
毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日
は
休
館
日
で
す
。

↑�昨年のハロウィン展示
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農村活性化推進員の奥山浩之介です！

協力隊に着任して６か月が経ちました！
　協力隊に着任してから６か月が経ち、農場派遣事業では約15件の酪農家
さんのもとで研修をさせて頂きました。搾乳だけでなく作業機械を使用し
た徐糞や給餌を経験させて頂いています。また、初めて放牧酪農を体験す
ることができ、とても新鮮な気持ちになりました。今まで経験してきた舎
飼い方法とは別のメリットがあり、自分が良いなと思ったところは沢山吸収
していこうと思います。
　農場派遣事業以外にもウッドイルミネーションの製作イベントや広尾町
で開催された仮装盆踊り大会に参加させて頂き、充実した協力隊ライフを
楽しんでいます！プライベートでも、休日を利用し、趣味の釣りを楽しんだ
り、家族と出かけたりしています！

集いの杜プロジェクト推進員の安達亮佑です！

はじめてのイベントを開催しました！
　８月17日にウッドキャンドルワークショップを、集いの杜
で開催しました！皆さんにはウッドイルミネーションで使っ
ている柱の木材を芯にしてキャンドルを製作してもらいまし
た。初めて自分で企画し開催したイベントでしたが、皆さん
が楽しんでくれてとてもよかったです。参加者の笑顔や、作
品を手にした時の誇らしげな顔が印象的で、これからも多く
の方に楽しんでもらえるイベントを企画していきたいと思い
ます！
　集いの杜を通じて、広尾町の魅力を感じていただけたら幸
いです！

Vol.101広尾町地域おこし協力隊 隊員日記

　
俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

高
僧
の
し
つ
け
の
残
る
絽
の
法
衣�

蓮
月

町
覆
う
か
も
め
乱
舞
の
秋
の
暮�

道
代

備
忘
録
読
ん
で
は
忘
れ
盆
用
意�

登
志
恵

何
も
か
も
何
も
か
も
お
い
て
墓
参
り�

伊
都
子

納
骨
に
再
会
の
声
盆
の
寺�

明
見

ス
ケ
ボ
ー
の
技
に
白
シ
ャ
ツ
風
掴つ

か

む�

て
い
こ

　
短
　
歌

頑
張
り
過
ぎ
ず
淡
々
と
穏
や
か
に

　

流
れ
る
時と

き間
祈
る
老
夫
婦�

佐さ

さ

き

々
木
恵え

み

こ

美
子

祭
り
と
て
時
代
が
変
わ
り
神み

こ

し輿
な
し

　

昔
の
野
塚
は
祭
り
が
盛
大�

本ほ

ん

だ田　
　

道み

ち

こ子
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広尾町子育て支援センター（℡2-2553）　〒089-2621　公園通北2丁目51番地2《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

月 火 水 木 金
１日	 ０　　歳 ２日	 全 年 齢 ３日	 １～４歳 ４日	 全 年 齢

親子運動遊び
７日	 全 年 齢 ８日	 全 年 齢 ９日	 ２～４歳 10日	 ０、１歳 11日	 全 年 齢

絵本大好き ミニ講話（保）
14日	 休　　所 15日	 全 年 齢 16日	 ０、１歳 17日	 ２～４歳 18日	 全 年 齢
スポーツの日 おでかけ遊び おでかけ遊び（予備日）

21日	 全 年 齢 22日	 ２～４歳 23日	 全 年 齢 24日	 ０、１歳 25日	 全 年 齢
ママとも広場

28日	 全 年 齢 29日	 ０、１歳 30日	 ２～４歳 31日	 全 年 齢

支援センターの利用時間
月～金ＡＭ９：30～11：30
火～木ＰＭ２：00～４：00
※土日祝日はお休みです。

親子運動遊び
日　　時　10月４日（金）
　　　　　①�１　　歳　９：45～10：05
　　　　　②�０　　歳　10：15～10：35
　　　　　③�２～４歳　10：45～11：20
場　　所　子育て支援センター
対象年齢　全年齢
参加申し込み　10月１日（火）～３日（木）
※�子育て支援センターへ遊びに来た時か、電
話で申し込みください。

おでかけ遊び（バスで豊似保育所）
日　　時　10月15日（火）９時45分�出発
集合場所　子育て支援センター　
対象年齢　満２歳以上
持 ち 物　着替え、飲み物、タオル、帽子、敷物
参加申し込み　10月７日（月）～９日（水）
※�子育て支援センターへ遊びに来た時か、電
話で申し込みください。
※雨天時は子育て支援センターで遊びます。
※15日が雨天の時は18日（金）に変更します。

10　月　の　あ　そ　び

●
情
報
提
供
／
芽
室
町
魅
力
創
造
課
魅
力
創
造
係　
℡
０
１
５
５・６
２・９
７
３
６

友
好
都
市
通
信
◯147

　
広
尾
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　
芽
室
町
で
は
８
月
31
日
、
９
月
１
日

の
両
日
、
芽
室
南
公
園
運
動
広
場
で
第

37
回
発
祥
の
地
杯
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
50
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

子
ど
も
か
ら
92
歳
ま
で
２
９
１
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
９
チ
ー
ム
は

日
系
人
を
中
心
に
組
織
す
る
ブ
ラ
ジ
ル

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
等
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
愛
好
家
が
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来
町
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
１
日
は
、
前
日
に
行
っ
た
予
選
リ
ー

グ
戦
の
順
位
別
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
行
わ
れ
「
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
４
」
チ
ー

ム
が
優
勝
を
し
ま
し
た
。

　
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
年
齢
関
係
な
く

で
き
る
と
こ
ろ
が
好
き
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

が
芽
室
で
発
祥
し
、
世
界
中
に
普
及
さ
せ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
発
祥
の
地

に
来
ら
れ
る
な
ん
て
夢
に
も
思
わ
な
か
っ

た
。
観
光
も
含
め
、
い
い
思
い
出
」
と
感

動
の
面
持
ち
で
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

来
年
の
第
38
回
大
会
は
、
８
月
30
日
、
31

日
に
開
催
予
定
で
す
の
で
広
尾
町
の
皆
さ

ん
も
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
♪

　
芽
室
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
「
か
ち
フ
ェ

ス
２
０
２
４
」

　
今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
る
、
か
ち

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
「
か
ち
フ
ェ
ス
」
が
今
年
は
新

嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
で
開
催
！

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
リ
ビ
ル
ド
（
再
建
）

と
い
う
こ
と
で
、
食
と
サ
ウ
ナ
と
音
楽
と

キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
め
る
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
♪
是
非
芽
室
町
ま

で
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
♪

●
日
時　
10
月
19
日
（
土
）

●
場
所　
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク

●
詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
よ
り
後
日
公
開
！

（
芽
室
町
魅
力
創
造
課　
餌
取
）

発
祥
の
地
杯
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

 

ブ
ラ
ジ
ル
チ
ー
ム
が
優
勝

▲優勝した「ＢＲＡＳＩＬ４」
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: コミュニティセンター　 : 健康管理センター　 : 子育て支援センター　 : 青少年会館
: 老人福祉センター　 : 広尾町国民健康保険病院　 : 町立図書館　 : 児童福祉会館
: 生活支援ハウスなごみ　 : 農村環境改善センター

X
@town_hiroo

Facebook
@hirootown.official

Instagram
town_hiroo

広尾町公式 SNS ぜひ「フォロー」
してください

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
秋季ビーチボールバレー大会　男子の部（ 19:00）

秋季ビーチボールバレー大会　女子の部（ 19:00）

年金相談（商工会館※要予約10:30）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山縣医師）

広尾町地震・津波避難訓練（町内一円9:30）
親子運動遊び（ 年齢ごとに時間が異なります）

おもいっきり楽しみ隊「林業見学」（10:00）

広尾中文化祭

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

運転免許証更新時講習（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45/ 初回15:00）
絵本大好き（ ２～４歳対象10:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 荒井医師）

ミニ講話（ 全年齢対象11:00）

のびのびサロン（ 13:30）

スポーツの日

おでかけ遊び（ 満２歳以上対象9:30）
生活・仕事相談会（ 15:00※要申込）

すまいる元気塾「健康講話／集いの杜って？」（ 10:00）
献血（広尾警察署10:00 13:00 15:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 藤田医師）

おでかけ遊び予備日（ 満２歳以上対象9:30）

本と雑誌のリサイクル市（ 9:30）（～20日）
豊似小学習発表会

第20回ルート336花壇づくり（花壇撤去）（国道植樹帯8:00）

厚生連巡回ドック（ 7:30）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）

厚生連巡回ドック（ 7:00）
特設行政相談所（ 9:00）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

ママとも広場（ ０、１歳児対象10:30）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山口医師）

土曜おはなし会（ 10:30）
広尾サンタランド40周年記念
広尾サンタランドツリー点灯式2024
【同日開催】ひろおサンタソリ－１グランプリ

総合型地域スポーツ事業「バルシューレ」（ 10:00）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 藤田医師）

■発行 / 広尾町　令和6年10月1日　■編集 / 企画課ふれあいの係
〒089-2692　北海道広尾郡広尾町西4条7丁目　01558-2-2111

■広尾町公式ウェブサイト　https://www.town.hiroo.lg.jp/
■ FAX 01558-2-4933

2024
vol.92410

10月の予定
◇町の乳幼児健診を行うため、3日（木）の午後は広尾ファミリークリニックの一般診療を休診します

休日当番病院　国保病院
人の動き　（　）内は前月比
�人　口　5,911人（-10人）
�男　性　2,862人（-３人）
�女　性　3,049人（-７人）
�世帯数　3,134世帯（-５世帯）
内訳
�自然増減　-10
　（出生２人・死亡12人）
�社会増減　０
　（転入等14人・転出等14人）
�※外国人住民を含みます
�　（８月31日現在）
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表紙の写真
秋サケ定置網漁が開始され、広尾では
９月３日に初水揚げされました。初日
の水揚量は、約1.8トンでした。秋サケ
漁は11月まで行われます。多くの秋サ
ケが水揚げされることを期待します。


